
舞鶴市議会
活動報告

➢ 「コンプライアンス」に関する議員研修会
（令和4年2月21日・5月13日開催）



舞鶴市議会

舞鶴市議会 議員研修会（コンプライアンス） 実施日：令和４年2月21日

議会広報資料

【研修目的】◎地方議員を取り巻く多くの規律（コンプライアンス）の
基本を習得し、議員活動に生かすことを目的とし、
日を分け２部構成で研修を実施

【実施日時】 《第一部》
令和４年２月２１日 （議員協議会室内）

【研修内容】 ｅラーニング「地方議員コンプライアンス講座」を受講
※大型モニター、スクリーンを使い視聴（約100分）

【担当講師】 東京弁護士会 太田 雅幸 弁護士

【プログラム】
◎ハラスメント ◎執行部に対する不当干渉等
◎政治腐敗関係 ◎政務活動費の適正使用
◎寄付禁止・制限 ◎政治資金に関する規律
◎議員資格に関する規律（兼業禁止規定）等

【その他】

◎動画視聴では、コンプライアンスに関する基本を習得。

◎この動画は２カ月間であれば、何度でも視聴可能。

◎動画の進行には設問もあり、各議員は個人で参加。
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全議員による同時視聴

ｅラーニングによる研修



舞鶴市議会

舞鶴市議会 議員研修会（コンプライアンス） 実施日：令和４年5月13日

議会広報資料

【研修後の所感】 （所感は議員全員から・記載は抜粋）

◎議員はその選挙区内に対して様々な寄付行為や飲食物提供の禁止、
挨拶状・文書配布などに多くの制限があることが理解でき、注意が必要。

◎政治倫理については、議員は住民の代表者としての立場であることを
自覚し「行動には常に責任がつきまとう」ことを肝に銘じておく。

◎政治倫理条例を策定している議会が４５％あり、議員に対する抑止的効果を
期待する条例と認識しているが、今回のような研修で理解促進に努めたい。

◎ＳＮＳは効果的な広報公聴に活用できるが、過去にないトラブルも増加して
おり、議員個人の政治倫理と「人としてのモラル」を自覚し活用すべき。
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質疑応答も盛り上がり

【実施日時】 《第二部》
令和４年5月13日 （議員協議会室内）

【研修内容】 「議員が守るべき規範」について

【講 師】 （株）地方議会総合研究所 代表取締役
廣瀬 和彦 氏

内容 ① 最近の政治倫理違反の事例
② ＳＮＳ上での留意事項
③ 政務活動費における最近の判例事例

先進事例をもとに講演


